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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
平
成
30
年
の
初
春

を
ご
壮
健
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
昨
年
中
は
、
村
政
全
般
に
わ
た
り
暖
か

い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
・
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
皆
様
と
と
も
に
、
未
来
へ
の
夢
と
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
理
解
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
北
海
道
上

空
を
飛
翔
し
た
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
よ
る

脅
威
の
中
で
行
わ
れ
た
、
衆
議
院
選
挙
は
自
民
党

の
圧
勝
に
よ
り
、
政
権
与
党
と
し
て
力
強
い
国
づ

く
り
を
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
年
で
あ
り
ま
し

た
。国

政
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

問
題
が
進
む
中
、
地
方
創
生
の
推
進
と
あ
わ
せ

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
た
「
働
き
方
改

革
」
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
変
革
の
時
代
を
迎
え
て

お
り
、
今
後
も
よ
り
一
層
、
国
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
自
治
体
運
営
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
大
規
模
災
害
が
頻
発
い
た
し

ま
し
た
が
、
島
牧
村
に
あ
っ
て
も
４
月
に
低
気
圧

に
よ
り
発
生
し
た
暴
風
雨
災
害
、
さ
ら
に
９
月
に

は
台
風
18
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
幸
い

な
こ
と
に
人
的
被
害
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
一
般
家
屋
を
は
じ
め
漁
業
・
農
業
等
の
産
業

基
盤
施
設
の
ほ
か
村
道
等
が
流
出
す
る
な
ど
大
き

な
被
害
を
受
け
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
村
と
い
た

し
ま
し
て
も
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
に
向
け
て
取

組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
も
自
助
・
共

助
の
精
神
で
安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
本
村
に
お
け
る
地
域
活
性
化
の
た

め
に
は
、
ま
ず
一
次
産
業
の
振
興
が
重
要
で
あ
る

と
の
思
い
か
ら
、
水
産
業
で
は
サ
ク
ラ
マ
ス
等
が

遡
上
で
き
る
よ
う
河
川
環
境
を
改
善
す
る
た
め
本

目
・
折
川
頭
首
工
の
改
良
事
業
や
浅
海
漁
業
の
振

興
策
と
し
て
植
車
船
揚
場
改
良
事
業
等
の
漁
業
施

設
の
整
備
に
取
組
む
と
と
も
に
、
農
林
水
産
業
・

商
工
業
の
後
継
者
育
成
等
を
目
指
し
、
新
規
就
業

者
等
支
援
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

ま
た
高
齢
者
福
祉
の
拠
点
づ
く
り
と
し
て
（
仮

称
）
在
宅
介
護
施
設
合
築
ホ
ー
ム
建
設
事
業
及
び

在
宅
介
護
職
員
等
住
宅
整
備
事
業
の
着
手
を
は
じ

め
、
子
育
て
環
境
の
向
上
の
た
め
妊
産
婦
安
心
出

産
支
援
事
業
や
子
育
支
援
米
支
給
事
業
な
ど
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
観
光
振
興
対
策
の
一
環
と
し
て
、
狩

場
山
系
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
Ｃ
Ａ
Ｔ
ス
キ
ー
ツ

ア
ー
が
３
シ
ー
ズ
ン
目
を
向
か
え
る
に
あ
た
り
、

ツ
ア
ー
客
の
受
入
環
境
の
充
実
の
た
め
地
元
旅

館
・
飲
食
業
者
に
対
す
る
支
援
策
を
講
じ
る
な
ど

事
業
の
拡
大
・
定
着
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
は
、
村
長
就
任
か
ら
3
期
3
年
と
な
り
ま
す

が
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
こ
れ
か
ら
も
村
民

皆
様
の
声
を
大
切
に
し
、
島
牧
村
に
暮
ら
す
皆
様

が
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
よ
う
私

た
ち
の
「
ふ
る
さ
と
島
牧
村
」
発
展
の
た
め
、
小

さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
村
づ
く
り
に
、
な
お
一

層
努
力
し
て
参
る
決
心
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

本
年
も
若
い
人
々
が
暮
ら
し
や
す
く
、
ご
高
齢

の
方
も
元
気
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
や
明
日
を

担
う
子
供
た
ち
の
育
成
、
そ
し
て
地
場
産
業
の
振

興
を
は
か
り
地
産
地
消
の
推
進
な
ど
「
豊
か
な
自

然
と
人
の
温
も
り
を
育
む
村
」
実
現
の
た
め
、
村

民
皆
様
の
智
恵
と
力
の
結
集
に
よ
る
協
働
の
村
づ

く
り
を
基
本
と
し
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
村
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
理
解
ご
協
力
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
村
民
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
そ
し
て
今
年
一
年
が
よ
り
良
い
素
晴
ら
し
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　　2018 年　明 け ま し て　　　   お め で と う ご ざ い ま す
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
30
年

の
新
春
を
、
御
壮
健
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
素

は
議
会
活
動
に
対
し
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
９
月
の

村
議
会
議
員
選
挙
は
無
投
票
選
挙
と
な
り
、
新
た

な
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
７
月
に
は
九
州
北
部
地

方
で
の
記
録
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
、
河
川
の

氾
濫
・
土
砂
崩
れ
な
ど
に
よ
る
豪
雨
被
害
、
９
月

に
は
、
台
風
18
号
が
九
州
・
四
国
・
本
州
・
北
海

道
の
４
島
全
て
に
上
陸
、
日
本
列
島
を
縦
断
し
、

記
録
的
な
大
雨
や
暴
風
を
巻
き
起
こ
し
な
が
ら
、

日
本
列
島
各
地
で
猛
威
を
ふ
る
い
、
大
き
な
爪
痕

を
残
し
ま
し
た
。
家
屋
の
浸
水
・
倒
壊
被
害
に
留

ま
ら
ず
、
多
数
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
が
お
ら

れ
ま
し
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

本
村
で
は
、
台
風
18
号
に
お
い
て
、
河
川
水
位

の
上
昇
に
よ
る
村
道
の
損
壊
、
河
川
付
近
の
住
民

の
方
々
が
公
共
施
設
へ
避
難
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
幸
い
に
も
人
的
災
害
は
発
生
す
る
こ
と

な
く
済
み
ま
し
た
。
と
は
い
え
近
年
の
災
害
は
、

こ
れ
ま
で
の
規
模
を
は
る
か
に
超
え
る
、
想
定
外

の
大
き
さ
で
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、

村
民
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
災
害
に
強
い

村
づ
く
り
を
尚
一
層
、
力
強
く
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
、
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
政
治
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
国
会
議
員

の
失
言
や
、
疑
惑
、
不
祥
事
な
ど
が
相
次
ぎ
、
10

月
の
解
散
に
よ
る
、
安
倍
内
閣
の
信
を
問
う
衆
議

院
選
挙
と
な
り
ま
し
た
が
、
連
立
与
党
が
信
任
を

受
け
、
引
き
続
き
政
権
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
国
民
の
声
を
十
分
に
反
映
し
、
国
内
外
の
諸

課
題
が
解
決
さ
れ
る
政
策
が
実
行
さ
れ
、
効
果
が

現
れ
る
事
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
が

数
回
あ
り
、
本
村
に
お
い
て
も
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に

よ
る
発
射
情
報
が
放
送
さ
れ
る
と
い
う
事
態
な
ど

が
発
生
し
、
北
朝
鮮
に
よ
る
武
力
の
脅
威
が
、
私

達
の
日
常
生
活
に
ま
で
脅
か
さ
れ
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。

さ
て
、
後
志
に
お
い
て
は
、
ニ
セ
コ
地
区
の
リ

ゾ
ー
ト
化
が
急
速
に
進
み
、
訪
日
外
国
人
等
観
光

客
が
増
加
す
る
中
、
関
係
機
関
に
積
極
的
に
情
報

発
信
を
し
、
後
志
の
経
済
に
最
大
限
に
波
及
さ
せ

る
事
を
進
め
る
と
同
時
に
、
本
村
に
お
い
て
は
３

年
目
を
む
か
え
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
ス
キ
ー
を
き
っ
か
け
と

し
、
更
な
る
交
流
人
口
の
増
大
を
目
指
し
、
島
牧

で
生
産
さ
れ
る
農
水
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
る

事
な
ど
、
島
牧
村
の
も
て
る
魅
力
を
最
大
限
に
生

か
せ
る
方
策
を
実
現
し
、
島
牧
の
経
済
活
性
化
に

結
び
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。本

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
に
つ
い
て
は
、

魚
価
高
に
よ
り
、
サ
ケ
・
イ
カ
・
ナ
マ
コ
漁
が
好

調
で
あ
り
、
来
年
以
降
も
好
調
を
維
持
し
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
村
の
現
状
を
考
え

る
時
、
農
業
や
商
工
業
な
ど
、
様
々
な
産
業
の
振

興
を
図
る
と
と
も
に
、
島
牧
村
の
潜
在
力
を
生
か

し
、
新
た
な
発
想
を
も
っ
て
、
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
が
加
速
す
る
島
牧
村
の
持
続
発
展
を
目
指

し
、
議
員
一
同
一
丸
と
な
り
、
様
々
な
場
面
で
村

民
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
提
言
を
伺
い
な
が
ら
、
皆

様
が
心
か
ら
誇
れ
る
、
ふ
る
さ
と
島
牧
を
実
感
で

き
る
村
づ
く
り
実
現
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。
今
後
と
も
議
会
・
議
員
活
動
に
深
い
ご

理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
こ
の
一
年
、
ご

健
康
で
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　　2018 年　明 け ま し て　　　   お め で と う ご ざ い ま す
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中田　仁史

議会議長
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　　　ゆく年　 くる年   

              島牧村

12　月 11　月 10　月 9　月 8　月 7　月 6　月 5　月 4　月 3　月 2　月 1　月

1
日

　２
０
１
8
あ
め
ま
す

　
　
　
　
　ダ
ー
ビ
ー
ス
タ
ー
ト

5
日

　小
学
校
学
芸
会

7
日

　功
労
者
表
彰
式

11
日

　ふ
る
さ
と
演
芸
会

18
日

　高
齢
者
親
睦
ゲ
ー
ム
大
会

1
日

　中
学
校
学
校
祭

11
日

　育
連
協
標
語

　
　
　
　
　コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

21
日

　保
育
所
発
表
会

28
・
29
日

　文
化
祭

2
日

　村
民
大
運
動
会

8
日

　敬
老
会

9
日

　中
学
校
耐
久
遠
足

　
　
　歩
こ
う
会

　
　
　救
急
の
日
消
防
見
学
会

〜
28
日

　地
区
神
社
祭
典

29
日

　小
学
校
移
動
理
科
教
室

7
日

　戦
没
者
追
悼
式

9
日

　消
防
団
演
習

22
日

　デ
イ
サ
ー
ビ
ス
夏
祭
り

5
日

　小
学
校
運
動
会

17
日

　保
育
所
運
動
会

20
日

　南
後
志
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　高
齢
者
交
流
会

6
日

　軽
ト
ラ
市

21
日

　パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

28
日

　中
学
校
体
育
大
会

1
・
2
日

　フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　観
戦
ツ
ア
ー

15
日

　全
村
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
運
動

９
日

　ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式

19
日

　２
０
１
7
あ
め
ま
す

　
　
　
　
　
　ダ
ー
ビ
ー
表
彰
式

1
日

　小
学
校
一
日
体
験
入
学

3
日

　む
ら
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り

　

　
　
　

 

講
演
会

20
日

　漁
師
さ
ん
の
出
前
講
座

6
日

　消
防
出
初
式

8
日

　成
人
式

 2017 年を
　　　　　　　　振り返る
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ゆく年　 くる年   

              島牧村

12　月 11　月 10　月 9　月 8　月 7　月 6　月 5　月 4　月 3　月 2　月 1　月

1
日

　２
０
１
8
あ
め
ま
す

　
　
　
　
　ダ
ー
ビ
ー
ス
タ
ー
ト

5
日

　小
学
校
学
芸
会

7
日

　功
労
者
表
彰
式

11
日

　ふ
る
さ
と
演
芸
会

18
日

　高
齢
者
親
睦
ゲ
ー
ム
大
会

1
日

　中
学
校
学
校
祭

11
日

　育
連
協
標
語

　
　
　
　
　コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

21
日

　保
育
所
発
表
会

28
・
29
日

　文
化
祭

2
日

　村
民
大
運
動
会

8
日

　敬
老
会

9
日

　中
学
校
耐
久
遠
足

　
　
　歩
こ
う
会

　
　
　救
急
の
日
消
防
見
学
会

〜
28
日

　地
区
神
社
祭
典

29
日

　小
学
校
移
動
理
科
教
室

7
日

　戦
没
者
追
悼
式

9
日

　消
防
団
演
習

22
日

　デ
イ
サ
ー
ビ
ス
夏
祭
り

5
日

　小
学
校
運
動
会

17
日

　保
育
所
運
動
会

20
日

　南
後
志
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　高
齢
者
交
流
会

6
日

　軽
ト
ラ
市

21
日

　パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

28
日

　中
学
校
体
育
大
会

1
・
2
日

　フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　観
戦
ツ
ア
ー

15
日

　全
村
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
運
動

９
日

　ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式

19
日

　２
０
１
7
あ
め
ま
す

　
　
　
　
　
　ダ
ー
ビ
ー
表
彰
式

1
日

　小
学
校
一
日
体
験
入
学

3
日

　む
ら
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り

　

　
　
　

 

講
演
会

20
日

　漁
師
さ
ん
の
出
前
講
座

6
日

　消
防
出
初
式

8
日

　成
人
式

 2017 年を
　　　　　　　　振り返る
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　11 月 22 日、北海道日本ハムファイターズの西川遥輝選手と渡邉諒選手が北海道 179 市町
村応援大使事業の一環で島牧村を表敬訪問しました。
　両選手は、役場や中学校、道の駅を訪問した後、本目おあしすでトークショーを行いました。
　中学校への学校訪問では、野球をしている子どもたちからの質問に回答したり、村の全小学
生、中学生とキャッチボールをするなどして交流を深めました。また、夕方から行われたトー
クショーでは、選手の登場と同時に待ちわびた観客 200 人の大歓声に包まれました。イベン
トでは選手との記念撮影や直筆のサイン入りユニフォームが当たる豪華な抽選会やじゃんけん
大会などが行われ、会場は大いに盛り上がり、最後には両選手が来シーズンの更なる飛躍を誓
い締めくくられました。

　　応援大使が村にやってきた！

　　　2017 年島牧村応援大使表敬訪問

▲記念品贈呈 ▲子どもたちとキャッチボール

▲トークショー ▲応援大使と記念撮影
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日時 ： 　1 月 7 日　午後　１　時
場所　 ： ふれあい交流センター 「おあしす」

　成人式を迎えられる対象者は、平成 9年４月２日から平成 10年４月１

日までの間に生まれた方々です。（敬称略）

成人式のご案内

【歌島地区】　　　圓山　孝生
　　　　　　　　天満　大稀

【本目地区】　　　藤田　和香
　　　　　　　　佐々木　萌果
　　　　　　　　髙橋　孝利

【栄磯地区】　　　佐藤　ゆう

【泊　地区】　　　大森　剛美
　　　　　　　　中田　彩水
　　　　　　　　下山　岬
　　　　　　　　阿部　勇真

【千走地区】　　　鈴木　楓
　　　　　　　　山下　啓太
　　　　　　　　
【元町地区】　　　二階　俊輔
　　　　　　　　
【原歌地区】　　　柏谷　航大

　山下千遥さん・手塚さゆりさん　

　　全国学校給食甲子園に出場しました

　地場産物を使用して、学校給食のおいしさや栄養価などを
競う「第 12 回全国学校給食甲子園」の全国大会が 12 月 2
日～ 3日に東京都の女子栄養大学で開催され、本村から栄養
教諭の山下千遥さんと調理員の手塚さゆりさんが出場しまし
た。
　この大会は全国から 2,025 の施設、学校から応募があり、
食育の啓発と地産地消の推奨を目的として開催されておりま
す。全国大会に進めるのはわずか 12 校のみで、本村の学校
給食センターは４次まである選考を通過し、見事全国大会出
場を果たしました。
　エントリーした献立は、「ごはん、つくね風ハンバーグ、ブ
ロッコリーのサラダ、みそ汁、牛乳」の５品で、お米とハンバー
グに使われている玉ねぎは島牧産を使用しております。
　大会前、何度も練習を重ねたという二人は、「当日は緊張な
く大会に挑めました。今後も子どもたちに給食を楽しんで食
べてもらえるように提供していきたいです。」また、山下さ
んは、「食べることは生きること。心と体の健康のため、食
べることの大切さを給食を通じて伝えていきたいです。」と
話してくれました。
　なお、この大会の模様は、平成３０年１月２１日、午後１
時からＢＳ朝日で放送される予定です。

▲左：山下栄養士　　右：手塚調理員

▲エントリーした献立
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1
月
4
日
、
11
日
、
18
日
、
２
月
1
日

８
日
、
15
日

毎
週
水
曜
日
、
相
談
無
料

▽
事
前
予
約
制

▽
予
約
受
付
時
間　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▽
住
所　

岩
内
町
高
台
84
‐
3　

　
　
　
　
　
（
佐
藤
精
肉
店
と
な
り
）

℡
0
1
3
5
‐
62
‐
8
3
7
3

FAX 

0
1
3
5
‐
62
‐
8
3
8
3

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な

る
と
、
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
く

な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
す
る
凍
結
事

故
が
増
加
し
ま
す
。

　

気
象
状
況
に
注
意
し
、
外
出
の
時
や

寝
る
前
に
は
水
道
の
水
抜
き
を
忘
れ
ず

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
水
抜
き
の
仕
方

１
、
蛇
口
を
開
い
て
水
を
出
し
、
元
栓

を
閉
め
ま
す
。

２
、
蛇
口
は
朝
ま
で
開
い
た
ま
ま
の
状

態
に
し
ま
す
。

（
水
道
管
が
凍
っ
て
出
な
い
時
は
、
自

然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、
蛇
口
や
水

道
管
に
タ
オ
ル
な
ど
を
被
せ
て
、
ゆ
っ

く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
場
合
は
、

蛇
口
の
閉
め
忘
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

い
く
ら
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
も
水
が

出
な
い
場
合
は
、
蛇
口
を
無
理
に
回
し

た
り
せ
ず
、
水
道
業
者
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　

急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、
蛇
口
や
水

道
管
を
い
た
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
ヤ
ケ
ド
な
ど
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。）　

【
実
施
期
間
】

平
成
30
年
3
月
1
日
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
5
月
15
日

【
取
得
対
象
者
】

・
遊
漁
船
業
者
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
所

有
者
及
び
漁
業
者
で
期
間
中
、
船
舶
を
使

用
し
て
行
う
釣
魚
法
に
よ
り
「
さ
く
ら
ま

す
」
を
採
捕
さ
れ
る
方
。

・
釣
り
人
の
方
は
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
船
に

乗
船

【
採
捕
制
限
】

日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
、
1
人
1
日
10
尾

以
内
（
漁
業
者
除
く
）

【
申
請
期
間
】

原
則
と
し
て
平
成
30
年
2
月
9
日

【
お
問
合
わ
せ
】

後
志
管
内
さ
く
ら
ま
す
船
釣
り
ラ
イ
セ
ン

ス
制
実
行
協
議
会
事
務
局
（
小
樽
市
漁
業

協
同
組
合
内
）

℡    
0
1
3
4
‐
22
‐
5
1
3
3

Fax　

0
1
3
4
‐
22
‐
5
1
7
3

関
係
資
料
及
び
書
類
に
つ
い
て
は
、
後
志

総
合
振
興
局
水
産
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
適
宜
ご
利
用
下

さ
い
。

　　

札
幌
市
に
あ
る
「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー

さ
っ
ぽ
ろ
」
は
、
急
な
病
気
や
ケ
ガ
の

際
（
い
ず
れ
も
軽
症
の
場
合
）
医
療
機
関

に
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
か
ど
う
か
、
救

急
車
を
利
用
し
た
方
が
い
い
の
か
ど
う
か

等
、
迷
っ
た
時
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
か
か
っ
て
い
る
病
気
の
内

容
や
お
薬
の
飲
み
方
な
ど
の
相
談
に
は
応

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、い
つ
も
と
違
う
、

様
子
が
お
か
し
い
な
ど
緊
急
性
が
あ
り
、

救
急
車
が
必
要
と
思
わ
れ
る
と
き
は
直
接

１
１
９
番
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
さ
っ
ぽ
ろ

℡
０
１
１
‐
2
7
2
‐
7
1
1
9

村からの
お知らせ

　　広報活動についてのご意見は

企画情報係までお寄せください。

（電話　75-6212）

し
り
べ
し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

開
設
の
お
知
ら
せ

水
道
凍
結
に
ご
注
意

後
志
管
内
に
お
け
る
さ
く
ら
ま
す
の

船
釣
り
は
ラ
イ
セ
ン
ス
制
で
す

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

s
h
i
r
i
b
e
s
h
i
.

h
o
k
k
a
i
d
o.
l
g.
j
p
/
s
s
/

s
i
s
/
i
n
d
e
x.
h
t
m

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
さ
っ
ぽ
ろ
か
ら

の
お
知
ら
せ
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年金の窓口 新成人の皆さんへ　20 歳になったら国民年金

介
護
保
険
料
の
納
入
期
限
は
、【

第
7
期
】
平
成
30
年
1
月
25
日
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、働

いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は 20 歳以上 60 歳未満の方は加入することが義務付けられています。
　20 歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

こ
の
冬
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
の
節
電
を

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」

★「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が
猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修
学校及び各種学校（修業年限 1年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
★「納付猶予制度」
　学生でない 50歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納
付が猶予される制度です。
　※平成 28年 6月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象となります。

　国民年金のご相談・手続き等については、役場住民課（75-6213）または小樽年金事務所（0134-23-
4236）までお願いします。

表彰おめでとうございます

　この度、瀬戸川豊さん（字本目）が全国町

村監査委員功労者表彰を、村上秀典さん（字

元町）が監査事務功労者総務大臣表彰を受賞

されました。

　今回の受賞は、瀬戸川さんは８年以上、村

上さんは 11 年以上の永きにわたり村の監査

委員として努められ、島牧村の自治の進展と

地域の振興発展のため多大なる貢献をされた

功績によるものです。

　　

こ
の
冬
の
電
力
需
給
は
、
10
年
に

1
回
程
度
の
厳
冬
を
想
定
し
て
も
な

お
、
電
力
の
安
定
供
給
に
最
低
限
必

要
と
さ
れ
る
予
備
率
3
％
以
上
を
確

保
で
き
る
見
通
し
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
国
か
ら
の
節
電
要
請
は
見
送
ら

れ
ま
し
た
が
、
本
道
は
、
本
州
か
ら

の
電
力
融
通
に
制
約
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
発
電
所
の
ト
ラ
ブ
ル
停
止
に
よ

り
、
厳
冬
期
に
電
力
が
ひ
っ
迫
す
れ

ば
、
道
民
の
生
命
や
安
全
を
脅
か
す

こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
暮
ら
し
と

経
済
の
基
盤
で
あ
る
電
力
の
安
定
的

な
需
給
の
確
保
の
た
め
、
ま
た
、
地

球
温
暖
化
対
策
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
促

進
の
た
め
に
も
、
継
続
し
た
節
電
の

取
組
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
冬
も
無
理
の
な
い
範
囲
で
の

節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

北
海
道
経
済
部
産
業
振
興
局
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
室
エ
ネ
ル
ギ
ー
グ
ル
ー

プ℡
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
３
６
１

▲村上秀典さん ▲瀬戸川豊さん



12
月

 12月16日～12月31日

    19 日   第 4 回村議会定例会
    22 日   中学校終業式
    25 日   小学校終業式

運

転

免

許

更新時講習
　寿都町文化センター

一般・違反講習
  1月16日（火）
　一　般　者　13：00～14：00
　違　反　者　14：45～16：45

優良・初回講習
　1月19日（金）
　優　良　者　13：00～13：30
　初回更新者　14：15～16：15

高齢者講習
（70歳以上・事前予約制）

八雲自動車学校　
0137－63－2111　
　　　　※ご予約はお早めに

交通安全はみんなの願い

死亡交通事故

０の日
平成 29年

12月 15日現在 4871 日達成

　
　
　
　

●
発
行
／
島
牧
村　

●
編
集
／
企
画
課
企
画
情
報
係　
　
　

（
℡
０
１
３
６-

７
５-

６
２
１
２ 

内
線
26
）　
　
　
　

　

〒
０
４
８-

０
６
２
１ 

北
海
道
島
牧
郡
島
牧
村
字
泊
83
番
地　

        

●
印
刷
／
株
式
会
社 

総
北
海　

　　　　

広
報
し
ま
ま
き    

2 

月
号

　　　　

広
報
し
ま
ま
き　

1　
月
号

芸術鑑賞ふるさとスケッチ

劇団風の子による演劇、「マーレンと雨姫」を鑑賞し、
迫力ある演技と演奏を楽しみました。12 月 11 日撮影

　　

（12 月 1日～ 12 月 15 日掲載申出分・敬称略）

■おくやみ……………………………………………
　　29.12. 5 山田　君子 (78 歳）……………　泊

編　

集　

後　

記

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
２
０
１
７
年
は
皆
様
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
年
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
２
０
１
７

年
、
29
歳
に
し
て
成
長
期
を
迎
え
ま
し

た
！
６
月
頃
か
ら
す
く
す
く
成
長
が
始

ま
り
、
先
月
ま
で
に
体
重
が
６
㎏
増
加

し
ま
し
た
。（
も
ち
ろ
ん
身
長
は
伸
び
て

い
ま
せ
ん
…
）
と
も
あ
れ
２
０
１
８
年

は
20
代
最
後
の
年
で
す
。
体
の
成
長
だ

け
で
は
な
く
、
仕
事
面
で
も
成
長
し
て

い
け
る
よ
う
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
！
皆
さ
ん
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
（
Ｋ
）             

し ま ま き
わが家の

お姫様

甘えん坊で、パパが大好き。
歌や踊りが好きで TVを真似して踊ってます。
最近では、人形やおままごと遊びに夢中です。
これからも、元気ですくすく成長してほしいです。

　杉山　結
ゆい

咲ちゃん

（平成27年2月15日生） 字元町／杉山純・
麻衣さんのお子さん
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
平
成
30
年
の
初
春

を
ご
壮
健
で
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
昨
年
中
は
、
村
政
全
般
に
わ
た
り
暖
か

い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
・
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
皆
様
と
と
も
に
、
未
来
へ
の
夢
と
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
理
解
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
北
海
道
上

空
を
飛
翔
し
た
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
よ
る

脅
威
の
中
で
行
わ
れ
た
、
衆
議
院
選
挙
は
自
民
党

の
圧
勝
に
よ
り
、
政
権
与
党
と
し
て
力
強
い
国
づ

く
り
を
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
年
で
あ
り
ま
し

た
。国

政
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

問
題
が
進
む
中
、
地
方
創
生
の
推
進
と
あ
わ
せ

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
た
「
働
き
方
改

革
」
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
変
革
の
時
代
を
迎
え
て

お
り
、
今
後
も
よ
り
一
層
、
国
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
自
治
体
運
営
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
大
規
模
災
害
が
頻
発
い
た
し

ま
し
た
が
、
島
牧
村
に
あ
っ
て
も
４
月
に
低
気
圧

に
よ
り
発
生
し
た
暴
風
雨
災
害
、
さ
ら
に
９
月
に

は
台
風
18
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
幸
い

な
こ
と
に
人
的
被
害
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
一
般
家
屋
を
は
じ
め
漁
業
・
農
業
等
の
産
業

基
盤
施
設
の
ほ
か
村
道
等
が
流
出
す
る
な
ど
大
き

な
被
害
を
受
け
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
村
と
い
た

し
ま
し
て
も
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
に
向
け
て
取

組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
も
自
助
・
共

助
の
精
神
で
安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
本
村
に
お
け
る
地
域
活
性
化
の
た

め
に
は
、
ま
ず
一
次
産
業
の
振
興
が
重
要
で
あ
る

と
の
思
い
か
ら
、
水
産
業
で
は
サ
ク
ラ
マ
ス
等
が

遡
上
で
き
る
よ
う
河
川
環
境
を
改
善
す
る
た
め
本

目
・
折
川
頭
首
工
の
改
良
事
業
や
浅
海
漁
業
の
振

興
策
と
し
て
植
車
船
揚
場
改
良
事
業
等
の
漁
業
施

設
の
整
備
に
取
組
む
と
と
も
に
、
農
林
水
産
業
・

商
工
業
の
後
継
者
育
成
等
を
目
指
し
、
新
規
就
業

者
等
支
援
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

ま
た
高
齢
者
福
祉
の
拠
点
づ
く
り
と
し
て
（
仮

称
）
在
宅
介
護
施
設
合
築
ホ
ー
ム
建
設
事
業
及
び

在
宅
介
護
職
員
等
住
宅
整
備
事
業
の
着
手
を
は
じ

め
、
子
育
て
環
境
の
向
上
の
た
め
妊
産
婦
安
心
出

産
支
援
事
業
や
子
育
支
援
米
支
給
事
業
な
ど
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
観
光
振
興
対
策
の
一
環
と
し
て
、
狩

場
山
系
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
Ｃ
Ａ
Ｔ
ス
キ
ー
ツ

ア
ー
が
３
シ
ー
ズ
ン
目
を
向
か
え
る
に
あ
た
り
、

ツ
ア
ー
客
の
受
入
環
境
の
充
実
の
た
め
地
元
旅

館
・
飲
食
業
者
に
対
す
る
支
援
策
を
講
じ
る
な
ど

事
業
の
拡
大
・
定
着
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
は
、
村
長
就
任
か
ら
3
期
3
年
と
な
り
ま
す

が
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
こ
れ
か
ら
も
村
民

皆
様
の
声
を
大
切
に
し
、
島
牧
村
に
暮
ら
す
皆
様

が
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
よ
う
私

た
ち
の
「
ふ
る
さ
と
島
牧
村
」
発
展
の
た
め
、
小

さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
村
づ
く
り
に
、
な
お
一

層
努
力
し
て
参
る
決
心
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

本
年
も
若
い
人
々
が
暮
ら
し
や
す
く
、
ご
高
齢

の
方
も
元
気
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
や
明
日
を

担
う
子
供
た
ち
の
育
成
、
そ
し
て
地
場
産
業
の
振

興
を
は
か
り
地
産
地
消
の
推
進
な
ど
「
豊
か
な
自

然
と
人
の
温
も
り
を
育
む
村
」
実
現
の
た
め
、
村

民
皆
様
の
智
恵
と
力
の
結
集
に
よ
る
協
働
の
村
づ

く
り
を
基
本
と
し
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
村
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一

層
の
ご
理
解
ご
協
力
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
村
民
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
そ
し
て
今
年
一
年
が
よ
り
良
い
素
晴
ら
し
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　　2018 年　明 け ま し て　　　   お め で と う ご ざ い ま す

島牧村長

藤澤　克
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
30
年

の
新
春
を
、
御
壮
健
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
素

は
議
会
活
動
に
対
し
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
９
月
の

村
議
会
議
員
選
挙
は
無
投
票
選
挙
と
な
り
、
新
た

な
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
７
月
に
は
九
州
北
部
地

方
で
の
記
録
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
、
河
川
の

氾
濫
・
土
砂
崩
れ
な
ど
に
よ
る
豪
雨
被
害
、
９
月

に
は
、
台
風
18
号
が
九
州
・
四
国
・
本
州
・
北
海

道
の
４
島
全
て
に
上
陸
、
日
本
列
島
を
縦
断
し
、

記
録
的
な
大
雨
や
暴
風
を
巻
き
起
こ
し
な
が
ら
、

日
本
列
島
各
地
で
猛
威
を
ふ
る
い
、
大
き
な
爪
痕

を
残
し
ま
し
た
。
家
屋
の
浸
水
・
倒
壊
被
害
に
留

ま
ら
ず
、
多
数
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
が
お
ら

れ
ま
し
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

本
村
で
は
、
台
風
18
号
に
お
い
て
、
河
川
水
位

の
上
昇
に
よ
る
村
道
の
損
壊
、
河
川
付
近
の
住
民

の
方
々
が
公
共
施
設
へ
避
難
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
幸
い
に
も
人
的
災
害
は
発
生
す
る
こ
と

な
く
済
み
ま
し
た
。
と
は
い
え
近
年
の
災
害
は
、

こ
れ
ま
で
の
規
模
を
は
る
か
に
超
え
る
、
想
定
外

の
大
き
さ
で
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、

村
民
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
災
害
に
強
い

村
づ
く
り
を
尚
一
層
、
力
強
く
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
、
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
政
治
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
国
会
議
員

の
失
言
や
、
疑
惑
、
不
祥
事
な
ど
が
相
次
ぎ
、
10

月
の
解
散
に
よ
る
、
安
倍
内
閣
の
信
を
問
う
衆
議

院
選
挙
と
な
り
ま
し
た
が
、
連
立
与
党
が
信
任
を

受
け
、
引
き
続
き
政
権
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
国
民
の
声
を
十
分
に
反
映
し
、
国
内
外
の
諸

課
題
が
解
決
さ
れ
る
政
策
が
実
行
さ
れ
、
効
果
が

現
れ
る
事
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
が

数
回
あ
り
、
本
村
に
お
い
て
も
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に

よ
る
発
射
情
報
が
放
送
さ
れ
る
と
い
う
事
態
な
ど

が
発
生
し
、
北
朝
鮮
に
よ
る
武
力
の
脅
威
が
、
私

達
の
日
常
生
活
に
ま
で
脅
か
さ
れ
た
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。

さ
て
、
後
志
に
お
い
て
は
、
ニ
セ
コ
地
区
の
リ

ゾ
ー
ト
化
が
急
速
に
進
み
、
訪
日
外
国
人
等
観
光

客
が
増
加
す
る
中
、
関
係
機
関
に
積
極
的
に
情
報

発
信
を
し
、
後
志
の
経
済
に
最
大
限
に
波
及
さ
せ

る
事
を
進
め
る
と
同
時
に
、
本
村
に
お
い
て
は
３

年
目
を
む
か
え
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
ス
キ
ー
を
き
っ
か
け
と

し
、
更
な
る
交
流
人
口
の
増
大
を
目
指
し
、
島
牧

で
生
産
さ
れ
る
農
水
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
る

事
な
ど
、
島
牧
村
の
も
て
る
魅
力
を
最
大
限
に
生

か
せ
る
方
策
を
実
現
し
、
島
牧
の
経
済
活
性
化
に

結
び
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。本

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
に
つ
い
て
は
、

魚
価
高
に
よ
り
、
サ
ケ
・
イ
カ
・
ナ
マ
コ
漁
が
好

調
で
あ
り
、
来
年
以
降
も
好
調
を
維
持
し
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
村
の
現
状
を
考
え

る
時
、
農
業
や
商
工
業
な
ど
、
様
々
な
産
業
の
振

興
を
図
る
と
と
も
に
、
島
牧
村
の
潜
在
力
を
生
か

し
、
新
た
な
発
想
を
も
っ
て
、
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
が
加
速
す
る
島
牧
村
の
持
続
発
展
を
目
指

し
、
議
員
一
同
一
丸
と
な
り
、
様
々
な
場
面
で
村

民
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
提
言
を
伺
い
な
が
ら
、
皆

様
が
心
か
ら
誇
れ
る
、
ふ
る
さ
と
島
牧
を
実
感
で

き
る
村
づ
く
り
実
現
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。
今
後
と
も
議
会
・
議
員
活
動
に
深
い
ご

理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
こ
の
一
年
、
ご

健
康
で
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　　2018 年　明 け ま し て　　　   お め で と う ご ざ い ま す
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中田　仁史

議会議長
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　　　ゆく年　 くる年   

              島牧村

12　月 11　月 10　月 9　月 8　月 7　月 6　月 5　月 4　月 3　月 2　月 1　月

1
日

　
２
０
１
8
あ
め
ま
す

　
　
　
　
　
ダ
ー
ビ
ー
ス
タ
ー
ト

5
日

　
小
学
校
学
芸
会

7
日

　
功
労
者
表
彰
式

11
日

　
ふ
る
さ
と
演
芸
会

18
日

　
高
齢
者
親
睦
ゲ
ー
ム
大
会

1
日

　
中
学
校
学
校
祭

11
日

　
育
連
協
標
語

　
　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

21
日

　
保
育
所
発
表
会

28
・
29
日

　
文
化
祭

2
日

　
村
民
大
運
動
会

8
日

　
敬
老
会

9
日

　
中
学
校
耐
久
遠
足

　
　
　
歩
こ
う
会

　
　
　
救
急
の
日
消
防
見
学
会

〜
28
日

　
地
区
神
社
祭
典

29
日

　
小
学
校
移
動
理
科
教
室

7
日

　
戦
没
者
追
悼
式

9
日

　
消
防
団
演
習

22
日

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
夏
祭
り

5
日

　
小
学
校
運
動
会

17
日

　
保
育
所
運
動
会

20
日

　
南
後
志
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者
交
流
会

6
日

　
軽
ト
ラ
市

21
日

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

28
日

　
中
学
校
体
育
大
会

1
・
2
日

　
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
観
戦
ツ
ア
ー

15
日

　
全
村
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
運
動

９
日

　
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式

19
日

　
２
０
１
7
あ
め
ま
す

　
　
　
　
　
　
ダ
ー
ビ
ー
表
彰
式

1
日

　
小
学
校
一
日
体
験
入
学

3
日

　
む
ら
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り

　

　
　
　

 

講
演
会

20
日

　
漁
師
さ
ん
の
出
前
講
座

6
日

　
消
防
出
初
式

8
日

　
成
人
式

 2017 年を
　　　　　　　　振り返る
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ゆく年　 くる年   

              島牧村

12　月 11　月 10　月 9　月 8　月 7　月 6　月 5　月 4　月 3　月 2　月 1　月

1
日

　
２
０
１
8
あ
め
ま
す

　
　
　
　
　
ダ
ー
ビ
ー
ス
タ
ー
ト

5
日

　
小
学
校
学
芸
会

7
日

　
功
労
者
表
彰
式

11
日

　
ふ
る
さ
と
演
芸
会

18
日

　
高
齢
者
親
睦
ゲ
ー
ム
大
会

1
日

　
中
学
校
学
校
祭

11
日

　
育
連
協
標
語

　
　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

21
日

　
保
育
所
発
表
会

28
・
29
日

　
文
化
祭

2
日

　
村
民
大
運
動
会

8
日

　
敬
老
会

9
日

　
中
学
校
耐
久
遠
足

　
　
　
歩
こ
う
会

　
　
　
救
急
の
日
消
防
見
学
会

〜
28
日

　
地
区
神
社
祭
典

29
日

　
小
学
校
移
動
理
科
教
室

7
日

　
戦
没
者
追
悼
式

9
日

　
消
防
団
演
習

22
日

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
夏
祭
り

5
日

　
小
学
校
運
動
会

17
日

　
保
育
所
運
動
会

20
日

　
南
後
志
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者
交
流
会

6
日

　
軽
ト
ラ
市

21
日

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

28
日

　
中
学
校
体
育
大
会

1
・
2
日

　
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
観
戦
ツ
ア
ー

15
日

　
全
村
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
運
動

９
日

　
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式

19
日

　
２
０
１
7
あ
め
ま
す

　
　
　
　
　
　
ダ
ー
ビ
ー
表
彰
式

1
日

　
小
学
校
一
日
体
験
入
学

3
日

　
む
ら
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り

　

　
　
　

 

講
演
会

20
日

　
漁
師
さ
ん
の
出
前
講
座

6
日

　
消
防
出
初
式

8
日

　
成
人
式

 2017 年を
　　　　　　　　振り返る
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　11 月 22 日、北海道日本ハムファイターズの西川遥輝選手と渡邉諒選手が北海道 179 市町
村応援大使事業の一環で島牧村を表敬訪問しました。
　両選手は、役場や中学校、道の駅を訪問した後、本目おあしすでトークショーを行いました。
　中学校への学校訪問では、野球をしている子どもたちからの質問に回答したり、村の全小学
生、中学生とキャッチボールをするなどして交流を深めました。また、夕方から行われたトー
クショーでは、選手の登場と同時に待ちわびた観客 200 人の大歓声に包まれました。イベン
トでは選手との記念撮影や直筆のサイン入りユニフォームが当たる豪華な抽選会やじゃんけん
大会などが行われ、会場は大いに盛り上がり、最後には両選手が来シーズンの更なる飛躍を誓
い締めくくられました。

　　応援大使が村にやってきた！

　　　2017 年島牧村応援大使表敬訪問

▲記念品贈呈 ▲子どもたちとキャッチボール

▲トークショー ▲応援大使と記念撮影



7

日時 ： 　1 月 7 日　午後　１　時
場所　 ： ふれあい交流センター 「おあしす」

　成人式を迎えられる対象者は、平成 9年４月２日から平成 10年４月１

日までの間に生まれた方々です。（敬称略）

成人式のご案内

【歌島地区】　　　圓山　孝生
　　　　　　　　天満　大稀

【本目地区】　　　藤田　和香
　　　　　　　　佐々木　萌果
　　　　　　　　髙橋　孝利

【栄磯地区】　　　佐藤　ゆう

【泊　地区】　　　大森　剛美
　　　　　　　　中田　彩水
　　　　　　　　下山　岬
　　　　　　　　阿部　勇真

【千走地区】　　　鈴木　楓
　　　　　　　　山下　啓太
　　　　　　　　
【元町地区】　　　二階　俊輔
　　　　　　　　
【原歌地区】　　　柏谷　航大

　山下千遥さん・手塚さゆりさん　

　　全国学校給食甲子園に出場しました

　地場産物を使用して、学校給食のおいしさや栄養価などを
競う「第 12 回全国学校給食甲子園」の全国大会が 12 月 2
日～ 3日に東京都の女子栄養大学で開催され、本村から栄養
教諭の山下千遥さんと調理員の手塚さゆりさんが出場しまし
た。
　この大会は全国から 2,025 の施設、学校から応募があり、
食育の啓発と地産地消の推奨を目的として開催されておりま
す。全国大会に進めるのはわずか 12 校のみで、本村の学校
給食センターは４次まである選考を通過し、見事全国大会出
場を果たしました。
　エントリーした献立は、「ごはん、つくね風ハンバーグ、ブ
ロッコリーのサラダ、みそ汁、牛乳」の５品で、お米とハンバー
グに使われている玉ねぎは島牧産を使用しております。
　大会前、何度も練習を重ねたという二人は、「当日は緊張な
く大会に挑めました。今後も子どもたちに給食を楽しんで食
べてもらえるように提供していきたいです。」また、山下さ
んは、「食べることは生きること。心と体の健康のため、食
べることの大切さを給食を通じて伝えていきたいです。」と
話してくれました。
　なお、この大会の模様は、平成３０年１月２１日、午後１
時からＢＳ朝日で放送される予定です。

▲左：山下栄養士　　右：手塚調理員

▲エントリーした献立
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1
月
4
日
、
11
日
、
18
日
、
２
月
1
日

８
日
、
15
日

毎
週
水
曜
日
、
相
談
無
料

▽
事
前
予
約
制

▽
予
約
受
付
時
間　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▽
住
所　

岩
内
町
高
台
84
‐
3　

　
　
　
　
　
（
佐
藤
精
肉
店
と
な
り
）

℡
0
1
3
5
‐
62
‐
8
3
7
3

FAX 

0
1
3
5
‐
62
‐
8
3
8
3

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な

る
と
、
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出
な
く

な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
す
る
凍
結
事

故
が
増
加
し
ま
す
。

　

気
象
状
況
に
注
意
し
、
外
出
の
時
や

寝
る
前
に
は
水
道
の
水
抜
き
を
忘
れ
ず

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
水
抜
き
の
仕
方

１
、
蛇
口
を
開
い
て
水
を
出
し
、
元
栓

を
閉
め
ま
す
。

２
、
蛇
口
は
朝
ま
で
開
い
た
ま
ま
の
状

態
に
し
ま
す
。

（
水
道
管
が
凍
っ
て
出
な
い
時
は
、
自

然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、
蛇
口
や
水

道
管
に
タ
オ
ル
な
ど
を
被
せ
て
、
ゆ
っ

く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
場
合
は
、

蛇
口
の
閉
め
忘
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　

い
く
ら
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
も
水
が

出
な
い
場
合
は
、
蛇
口
を
無
理
に
回
し

た
り
せ
ず
、
水
道
業
者
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　

急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
、
蛇
口
や
水

道
管
を
い
た
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
ヤ
ケ
ド
な
ど
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。）　

【
実
施
期
間
】

平
成
30
年
3
月
1
日
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
5
月
15
日

【
取
得
対
象
者
】

・
遊
漁
船
業
者
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
所

有
者
及
び
漁
業
者
で
期
間
中
、
船
舶
を
使

用
し
て
行
う
釣
魚
法
に
よ
り
「
さ
く
ら
ま

す
」
を
採
捕
さ
れ
る
方
。

・
釣
り
人
の
方
は
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
船
に

乗
船

【
採
捕
制
限
】

日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
、
1
人
1
日
10
尾

以
内
（
漁
業
者
除
く
）

【
申
請
期
間
】

原
則
と
し
て
平
成
30
年
2
月
9
日

【
お
問
合
わ
せ
】

後
志
管
内
さ
く
ら
ま
す
船
釣
り
ラ
イ
セ
ン

ス
制
実
行
協
議
会
事
務
局
（
小
樽
市
漁
業

協
同
組
合
内
）

℡    
0
1
3
4
‐
22
‐
5
1
3
3

Fax　

0
1
3
4
‐
22
‐
5
1
7
3

関
係
資
料
及
び
書
類
に
つ
い
て
は
、
後
志

総
合
振
興
局
水
産
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
適
宜
ご
利
用
下

さ
い
。

　　

札
幌
市
に
あ
る
「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー

さ
っ
ぽ
ろ
」
は
、
急
な
病
気
や
ケ
ガ
の

際
（
い
ず
れ
も
軽
症
の
場
合
）
医
療
機
関

に
行
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
か
ど
う
か
、
救

急
車
を
利
用
し
た
方
が
い
い
の
か
ど
う
か

等
、
迷
っ
た
時
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
か
か
っ
て
い
る
病
気
の
内

容
や
お
薬
の
飲
み
方
な
ど
の
相
談
に
は
応

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、い
つ
も
と
違
う
、

様
子
が
お
か
し
い
な
ど
緊
急
性
が
あ
り
、

救
急
車
が
必
要
と
思
わ
れ
る
と
き
は
直
接

１
１
９
番
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
さ
っ
ぽ
ろ

℡
０
１
１
‐
2
7
2
‐
7
1
1
9

村からの
お知らせ

　　広報活動についてのご意見は

企画情報係までお寄せください。

（電話　75-6212）

し
り
べ
し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

開
設
の
お
知
ら
せ

水
道
凍
結
に
ご
注
意

後
志
管
内
に
お
け
る
さ
く
ら
ま
す
の

船
釣
り
は
ラ
イ
セ
ン
ス
制
で
す

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

s
h
i
r
i
b
e
s
h
i
.

h
o
k
k
a
i
d
o.
l
g.
j
p
/
s
s
/

s
i
s
/
i
n
d
e
x.
h
t
m

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
さ
っ
ぽ
ろ
か
ら

の
お
知
ら
せ
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年金の窓口 新成人の皆さんへ　20 歳になったら国民年金

介
護
保
険
料
の
納
入
期
限
は
、
【

第
7
期
】
平
成
30
年
1
月
25
日
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、働

いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は 20 歳以上 60 歳未満の方は加入することが義務付けられています。
　20 歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

こ
の
冬
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
の
節
電
を

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」

★「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が
猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修
学校及び各種学校（修業年限 1年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
★「納付猶予制度」
　学生でない 50歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納
付が猶予される制度です。
　※平成 28年 6月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象となります。

　国民年金のご相談・手続き等については、役場住民課（75-6213）または小樽年金事務所（0134-23-
4236）までお願いします。

表彰おめでとうございます

　この度、瀬戸川豊さん（字本目）が全国町

村監査委員功労者表彰を、村上秀典さん（字

元町）が監査事務功労者総務大臣表彰を受賞

されました。

　今回の受賞は、瀬戸川さんは８年以上、村

上さんは 11 年以上の永きにわたり村の監査

委員として努められ、島牧村の自治の進展と

地域の振興発展のため多大なる貢献をされた

功績によるものです。

　　

こ
の
冬
の
電
力
需
給
は
、
10
年
に

1
回
程
度
の
厳
冬
を
想
定
し
て
も
な

お
、
電
力
の
安
定
供
給
に
最
低
限
必

要
と
さ
れ
る
予
備
率
3
％
以
上
を
確

保
で
き
る
見
通
し
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
国
か
ら
の
節
電
要
請
は
見
送
ら

れ
ま
し
た
が
、
本
道
は
、
本
州
か
ら

の
電
力
融
通
に
制
約
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
発
電
所
の
ト
ラ
ブ
ル
停
止
に
よ

り
、
厳
冬
期
に
電
力
が
ひ
っ
迫
す
れ

ば
、
道
民
の
生
命
や
安
全
を
脅
か
す

こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
暮
ら
し
と

経
済
の
基
盤
で
あ
る
電
力
の
安
定
的

な
需
給
の
確
保
の
た
め
、
ま
た
、
地

球
温
暖
化
対
策
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
促

進
の
た
め
に
も
、
継
続
し
た
節
電
の

取
組
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
冬
も
無
理
の
な
い
範
囲
で
の

節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

北
海
道
経
済
部
産
業
振
興
局
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
室
エ
ネ
ル
ギ
ー
グ
ル
ー

プ℡
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
３
６
１

▲村上秀典さん ▲瀬戸川豊さん



12
月

 12月16日～12月31日

    19 日   第 4 回村議会定例会
    22 日   中学校終業式
    25 日   小学校終業式

運

転

免

許

更新時講習
　寿都町文化センター

一般・違反講習
  1月16日（火）
　一　般　者　13：00～14：00
　違　反　者　14：45～16：45

優良・初回講習
　1月19日（金）
　優　良　者　13：00～13：30
　初回更新者　14：15～16：15

高齢者講習
（70歳以上・事前予約制）

八雲自動車学校　
0137－63－2111　
　　　　※ご予約はお早めに

交通安全はみんなの願い

死亡交通事故

０の日
平成 29年

12月 15日現在 4871 日達成

　
　
　
　

●
発
行
／
島
牧
村　

●
編
集
／
企
画
課
企
画
情
報
係　
　
　

（
℡
０
１
３
６-

７
５-

６
２
１
２ 

内
線
26
）　
　
　
　

　

〒
０
４
８-

０
６
２
１ 

北
海
道
島
牧
郡
島
牧
村
字
泊
83
番
地　

        

●
印
刷
／
株
式
会
社 

総
北
海　

　　　　

広
報
し
ま
ま
き    

2 

月
号

　　　　

広
報
し
ま
ま
き　

1　
月
号

芸術鑑賞ふるさとスケッチ

劇団風の子による演劇、「マーレンと雨姫」を鑑賞し、
迫力ある演技と演奏を楽しみました。12 月 11 日撮影

　　

（12 月 1日～ 12 月 15 日掲載申出分・敬称略）

■おくやみ……………………………………………
　　29.12. 5 山田　君子 (78 歳）……………　泊

編　

集　

後　

記

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
２
０
１
７
年
は
皆
様
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
年
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
２
０
１
７

年
、
29
歳
に
し
て
成
長
期
を
迎
え
ま
し

た
！
６
月
頃
か
ら
す
く
す
く
成
長
が
始

ま
り
、
先
月
ま
で
に
体
重
が
６
㎏
増
加

し
ま
し
た
。（
も
ち
ろ
ん
身
長
は
伸
び
て

い
ま
せ
ん
…
）
と
も
あ
れ
２
０
１
８
年

は
20
代
最
後
の
年
で
す
。
体
の
成
長
だ

け
で
は
な
く
、
仕
事
面
で
も
成
長
し
て

い
け
る
よ
う
に
精
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
！
皆
さ
ん
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
（
Ｋ
）             

し ま ま き
わが家の

お姫様

甘えん坊で、パパが大好き。
歌や踊りが好きで TVを真似して踊ってます。
最近では、人形やおままごと遊びに夢中です。
これからも、元気ですくすく成長してほしいです。

　杉山　結
ゆい

咲ちゃん

（平成27年2月15日生） 字元町／杉山純・
麻衣さんのお子さん


